
神
埼
工
業

　
神
埼
工
業
は
シ
ッ
プ
ベ
ン
ダ
ー
や
フ
レ
ー
ム
ベ
ン
ダ
ー
、
ラ
ム

・
ボ
ル
ス
タ
ー
同
時
移
動
・
回
転
プ
レ
ス
な
ど
の
造
船
用
曲
げ
加

工
機
メ
ー
カ
ー
。
複
雑
な
曲
げ
加
工
の
作
業
能
率
を
高
め
る
機
械

を
提
案
し
て
い
る
。
同
社
製
品
は
全
国
の
造
船
メ
ー
カ
ー
の
船
体

や
骨
組
み
な
ど
の
加
工
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
加
工
物
の
特
性
は
曲
げ
る
際
の
伸
縮
に
影
響
す
る
。
同
社
は
こ

れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
得
た
曲
げ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
「
高
効

率
、
省
力
・
省
人
化
に
貢
献
す
る
お
客
さ
ま
に
適
し
た
製
品
」
を

提
案
し
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て
「
ベ
ン
ダ

ー
の
デ
パ
ー
ト
」
を
目
指
し
て
い
る
。

ネ
ス
テ
ッ
ク

　
ネ
ス
テ
ッ
ク
は
船
舶
用
耐
振
型
温
度
計
に
温
度
セ
ン
サ
ー
を
組

み
込
ん
だ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
温
度
計
を
開
発
し
た
。
従
来
で
は
別
々

に
測
定
し
て
い
た
機
械
式
・
電
気
式
温
度
セ
ン
サ
ー
を
一
体
化
す

る
こ
と
で
、
同
時
計
測
が
可
能
と
な
り
、
温
度
指
示
の
バ
ラ
つ
き

を
押
さ
え
る
こ
と
に
成
功
。
ま
た
、
耐
振
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

振
動
が
激
し
く
、
使
用
が
限
ら
れ
て
い
た
船
舶
エ
ン
ジ
ン
で
も
使

用
可
能
と
な
っ
た
。
同
製
品
で
は
最
大
６
５
０
度
Ｃ
ま
で
計
測
で

き
、
高
温
域
測
定
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
会
場
で
は
実
機
を
使
用
し
た
テ
ス
ト
展
示
で
機
械
式
・
電
気
式

の
正
確
な
温
度
指
示
を
確
認
で
き
る
。

ブ
ー
ス
番
号
Ｃ
２
―

タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

　
タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｔ
Ｓ
Ｕ

は
Ａ
Ｂ
Ｂ
と

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
合
弁
会
社
と
し
て
、
両
社
が
生
産
す
る
陸
・
舶
用
過
給

器
の
販
売
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
。

　
新
型
の
Ａ
２
０
０
―
Ｌ
型
過
給
器
は
Ａ
Ｂ
Ｂ
タ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム

ズ
の
従
来
機
と
比
べ
、
一
層
の
小
型
化
に
成
功
。
顧
客
の
初
期
コ

ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
を
抑
え
た
。
ま
た
、
従
来
機
Ａ
１
０
０

―
Ｌ
型
過
給
器
に
は
騒
音
規
制
に
有
効
な
エ
ア
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

・
サ
イ
レ
ン
サ
ー

レ
ゾ
ネ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
を
推

奨
。
会
場
ブ
ー
ス
で
は
実
機
を
国
内
で
初
め
て
展
示
す
る
。

ブ
ー
ス
番
号
Ａ
―

旭
プ
レ
ス
工
業

　
旭
プ
レ
ス
工
業
は
国
際
的
な
標
準
で
あ
る
ウ
イ
ン
チ
ャ
イ
ト
、

リ
ヒ
テ
ラ
イ
ト
を
含
む
ア
ス
ベ
ス
ト
８
種
を
全
く
含
有
し
な
い
環

境
に
優
し
い
ゼ
ロ
ア
ス
ベ
ス
ト
メ
タ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
標
準
寸
法

で
製
造
。
「
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｉ
―
８
０
０
」
「
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｉ
―
６
０
０
」
な

ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
は
業
界
最
高
峰
の
最

高
使
用
温
度
８
０
０
度
Ｃ
、
耐
圧

。
シ
ー
ル
性
が
良
く
耐

久
性
も
あ
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

に
必

須
。
ま
た
６
０
０
シ
リ
ー
ズ
は
銅
を
用
い
耐
熱
６
０
０
度
Ｃ
、
耐

圧

。
船
舶
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
な
ど
内
燃
機
関
の
排

気
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に

年
以
上
使
用
さ
れ
、
好
評
を
得
て
き
た
。

ブ
ー
ス
番
号
Ａ
２
―

毎回多くの来場者でにぎわう会場

　
５
月

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
愛
媛
県
今
治
市
の
テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治
と

旧
今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
今
治
で
「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
１

５
」
が
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
Ｕ
Ｂ
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン
。
西
日
本
最
大
の
国
際
海
事
展
と

し
て
、
隔
年
ご
と
に
開
催
し
、
今
年
は
４
回
目
に
あ
た
る
。
毎
回
展
示
会
規
模
を
拡

大
し
、
来
場
者
と
出
展
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
開
場
は

―

時
ま
で
。
最
終
日
は
「
バ
リ
シ
ッ
プ
見
学
会
」
と
し
て
一
般
公

開
さ
れ
て
お
り
、

時
ま
で
。
入
場
料
は
無
料
だ
が
、
登
録
制
。

次
世
代
の
海
事
産
業
へ
内
外
３
１
３
社
・
団
体
出
展

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

バリシップ２０１５きょう開幕愛媛・今治で日まで
新
製
品
・
新
技
術
を
前
に
、

来
場
者
の
意
欲
も
高
い

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ５月２１日 木曜日 　　

　
日
本
最
大
の
海
事
都
市
と

し
て
名
高
い
今
治
市
に
は
、

海
事
関
連
企
業
が
５
０
０
社

に
上
り
、
造
船
業
だ
け
で
も

事
業
所
・

造
船
所
を
有

し
て
い
る
。
今
治
市
内
で
の

建
造
隻
数
は
国
内
の
約

％

を
占
め
る
。
さ
ら
に
同
市
内

に
本
社
や
拠
点
を
置
い
て
い

る
造
船
会
社
の
グ
ル
ー
プ
も

含
め
る
と
、
国
内
に
お
け
る

％
以
上
の
船
舶
が
建
造
さ

れ
て
い
る
。
船
舶
用
機
器
製

造
業
者
な
ど
も
数
多
く
集
積

し
て
お
り
、
１
万
人
以
上
が

海
事
関
連
企
業
に
従
事
す

る
。

　
こ
う
し
た
今
治
市
で
開
催

さ
れ
る
バ
リ
シ
ッ
プ
に
は
、

毎
回
数
多
く
の
出
展
社
・
団

体
が
集
ま
る
。
今
回
は
３
１

３
社
・
団
体
が
出
展
す
る
。

日
本
国
内
外
か
ら
造
船
、
船

舶
修
理
や
技
術
、
軸
系
お
よ

び
プ
ロ
ペ
ラ
や
船
用
ボ
イ

ラ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
や
部

分
品
な
ど
、
船
舶
建
造
に
関

わ
る
幅
広
い
分
野
の
製
品
や

技
術
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
ほ

か
、
港
湾
整
備
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
、
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

公
開
す
る
。
会
場
で
は
「
造

船
パ
ビ
リ
オ
ン
」
「
海
運
パ

ビ
リ
オ
ン
」
「
舶
用
機
器
パ

ビ
リ
オ
ン
」
を
設
置
し
、
来

場
者
を
誘
導
す
る
。

　
海
外
か
ら
の
出
展
者
も
過

去
最
多
だ
。
韓
国
を
は
じ
め

と
し
て
、
中
国
や
オ
ラ
ン
ダ

な
ど

の
国
と
地
域
か
ら
海

事
関
連
企
業
が
集
結
し
、
国

際
展
示
会
と
し
て
も
注
目
さ

れ
る
。
国
内
外
の
最
新
技
術

や
業
界
動
向
な
ど
を
把
握
で

き
る
。

　
造
船
・
海
運
企
業
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
が
集
う
国
際
会
議

や
特
別
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
多

数
開
か
れ
る
。

日

時
半

か
ら
は
特
別
企
画
ス
ペ
シ
ャ

ル
シ
ョ
ー
と
し
て
、
元
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
監
督
・
岡
田

武
史
氏
が
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
と
次
世
代

の
人
材
育
成
」
と
題
し
て
講

演
す
る
。

　
日
本
造
船
工
業
会
か
ら
今

年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
世
界

主
要
造
船
国
別
受
注
量
を
み

て
み
る
と
、
２
０
１
４
年
の

日
本
の
受
注
量
は
６
０
０
隻

近
く
。
総
ト
ン
数
で
は
中

国
、
韓
国
に
次
い
で
世
界
第

３
位
を
誇
る
。
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
円
安

が
今
後
の
受
注
環
境
に
ど
う

影
響
を
与
え
る
か
、
業
界
か

ら
熱
く
注
目
さ
れ
る
。
元
来

瀬
戸
内
海
で
は
塩
の
交
易
が

盛
ん
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い

船
の
建
造
技
術
や
港
湾
の
整

備
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
と
い

う
、
今
治
市
独
自
の
歴
史
的

背
景
が
あ
る
。
過
去
か
ら
未

来
へ
、
海
事
産
業
を
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぐ
牽
引
役
と
し

け
ん
い
ん

て
、
バ
リ
シ
ッ
プ
の
役
割
は

大
き
い
。


